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	1．人材育成と「地域を選ぶこと」の間
	2．GHKGがつくった、切れ目のない成長の導線
	3．日留共修――支援から、共に価値を生む学びへ
	1．出会いを「共修」へ
	2．共修を「地域協働」へ
	3．地域協働を「人材循環」へ

